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総合計画とは
　総合計画は、総合的かつ計画的な市政運営を行うため、長期的な視野に立って策定するもので、各分野別の施策
をまとめた最上位計画です。

総合計画の目的
　本市では、平成 27年３月に第２次丹波市総合計画（基本構想及び前期基本計画）を策定し、「人と人、人と自然
の創造的交流都市～みんなでつなぐ丹（まごころ）の里～」を将来像に掲げ、その実現に向けてまちづくりを進め
てきました。
　このたび、今後５年間のまちづくりの指針となる第２次丹波市総合計画（後期基本計画）を策定しました。

総合計画の構成
　総合計画は、本市の将来像である基本構想、これを実現するための方策
を定める基本計画及び実施計画により構成されます。

総合計画の期間
　後期基本計画の計画期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間と
します。

総合計画の構成

基本構想（10年間）
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まちづくりの視点
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“源流のまち ”づくり

育て合い支え合える
人の輪づくり
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①�市民が主役の豊かな地域力
【参画と協働】
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②�計画的かつ効果的
な行政経営【行財
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人口の推移
　氷上郡６町が合併し丹波市が誕生してから、15年目の節目を迎えました。本市が誕
生した平成 16年ころから、人口減少が急速に進みました。国や兵庫県ではまだ増加傾
向にあったものの、本市では 1970年から横ばい傾向で推移していた人口が、2000年
を過ぎたころから大きく減少し始めました。

グラフ　総人口の推移と将来推計
　本市の総人口は、1995 年以降
減少し続けており、今後も人口は
減少し続ける予測となっています。
2045年・・44,599 人（推計）　
2060年・・34,660 人（推計）

丹波市（左軸・人）

丹波市・兵庫県：人 /国：千人

国（左軸・千人） 兵庫県（右軸・人）

6,000,000140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

19
60

81,648
75,877

72,441 72,401 72,982 74,103 73,659 73,988 72,862 70,810
67,757 64,660

61,509
58,268

55,031 51,621
48,115 44,599

41,161 37,862
34,660

19
65

19
70

19
75

19
80

19
85

19
90

19
95

20
00

20
05

20
10

20
15

20
20

20
25

20
30

20
35

20
40

20
45

20
50

20
55

20
60

0

5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

【出典】�2015 年までは国勢調査、2020年以降は内閣府提供
　　　�「人口動向分析・将来人口推計ワークシート」を利用

グラフ　出生数・死亡数の推移
　出生数は、緩やかに減少を続け
ています。
　死亡数は、緩やかに上昇を続け
ていましたが、近年は横ばい傾向
が続いています。
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【出典】住民基本台帳をもとにした「兵庫県の人口の動き」より

グラフ　転入者数・転出者数の推移
　転入者数・転出者数とも、1995
年に阪神淡路大震災の影響により
一時大きく増加した後、減少して
います。近年は横ばい傾向となっ
ています。
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【出典】住民基本台帳をもとにした「兵庫県の人口の動き」より



まちづくりビジョン
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持続可能なまちづくり
　人口減少が急速に進む中、本市では、幅広い施策分野をしなやかに展開し、まちの
活力維持や都市機能の効率化を図ることで、住み慣れた地域で住み続けられる丹波市
をめざす必要があります。
　総合計画（後期基本計画）では、重要な論点として、①まちづくりビジョン、②住
民自治のあり方の検討、③丹（まごころ）の里創生総合戦略の３つをまとめました。

まちづくりビジョン

　右の図は、本市の未来都市構造をイメージで表現したものです。中心部には、
全体的な都市機能の一定の集積を図るため、今ある都市機能を生かしたゾーニ
ングを行い、３つの区域には生活利便機能の維持を図るための生活関連サービ
ス集積ゾーンを設け、それらを交通ネットワークで結びます。

　まちづくりビジョンは、未来を見据えて、時代の変化に対応した持続可能な都市
経営の実現により、まちの活力の維持・向上を図り市民の暮らしを守るとともに、
市民が将来にわたって夢と希望を持って本市で暮らし続けていくための「未来の丹
波市（20年後のまちと暮らし）」の姿を描くものです。

総合計画と関連計画の関係図
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未来都市構造のイメージ図
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2060年の丹波市の将来像：市民一人ひとりが個性と持てる力を発揮し、持続的に発展するまち

１�若者が結婚し、安心して子育てのできるよう支援する施策が必要
２���魅力的なしごとを増やし、就職による若者の転出の抑制と市外からの転入を促す施策が必要
３���丹波市の魅力を発信・伝えることで、交流人口の増加や、若者のＵ・Ｉターンを促す施策が必要
４�人口が減少するなかでも地域が元気であり続けるための施策が必要

人口ビジョンからの課題

基本的視点

社会増に転じる

自然減を
くい止める

基本的な方向性活躍人口の増加

創生総合戦略のイメージ図

丹（まごころ）の里創生総合戦略

住民自治のあり方の検討

　人口減少下にあっても住み慣れた地域で住み続けるため、生活サービスの担い手となる住民自治のあり方が
検討されています。地域課題に対応する最もふさわしい担い手（小規模多機能自治機能）として、主体的な地
域づくりの展開を支援していく必要があります。

　丹（まごころ）の里創生総合戦略は、人口減少の影響を最小限にとどめるため、横断的な施策の展開をまと
めたものです。国が策定した「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を受けて策定したもので、“活躍人口の増加 ”
を基本的な視点として、「市民一人ひとりが個性と持てる力を発揮し、持続的に発展するまち」を 2060 年の
本市の将来像とします。

住民自治の活性化に向けた展開図

自治協議会 自治会中間支援組織

市民プラザ

市民活動支援センター

男女共同参画センター

・�自治協議会や自治会の担い手や中間支援
人材の育成
・市民活動団体の支援
・ソーシャルビジネスの起業や展開支援
・地域づくりに役立つ情報の集積

小学校区エリア内にある
自治会、市民活動団体、
事業者などが参画した
住民自治組織

近隣を基盤とする
基礎的な地縁組織

基本目標１　希望が叶い、みんなで子育てを応援するまちをつくる

基本目標３　地域の魅力や人のつながりを活かして、移住・定住につなげる

基本目標２　魅力的なしごと・多様な働き方・働きやすい職場をつくる

基本目標４　好循環で元気なまちをつくる
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後期基本計画の施策体系
８つのまちづくり目標　32の施策目標

１　みんなで支え、育む生涯健康のまち
1【健康】ライフステージに合わせた健康生活習慣をつくろう
2【医療】安心して生活できる医療環境をつくろう
3【地域福祉】市民相互が支え合う地域共生社会をめざそう
4【高齢者福祉】高齢者が生きがいをもって、自分らしく暮らせるようにしよう
5【障がい福祉】誰もが主体的に暮らせるまちをつくろう
6【子育て支援】地域ぐるみで子育てしやすく、質の高い保育環境をつくろう
7【国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金】健康と老後の保障を支えよう
�

２　誰もが住みたい快適生活のまち
1【土地利用】都市機能と生活基盤が充実し、自然と調和した魅力的で活力あるまちをつくろう�
2【公共交通】今ある公共交通を守り、さらに便利な交通体系をつくろう
3【道路・河川】人や環境にやさしい道路や河川をつくろう
4【住宅】丹（まごころ）の里に住みたい快適で安全な住環境をつくろう
5【上水道】里山を守り、安全な水道水を安定して供給しよう
6【生活排水】生活排水施設を適切に管理し、清らかな水環境を守ろう�
7【景観】自然と歴史文化が織りなす里山景観を守り育てよう

３　あいさつでつなぐ安心して暮らせるまち
1【防災】地域のつながりを強めて災害に備えよう
2【消防・救急】みんながいつでも安心できる消防体制をつくろう
3【交通安全・防犯】交通事故や犯罪を防止する地域をつくろう�

４　美しい自然と環境を大切にする源流のまち
1【環境保全】市民ぐるみで環境保全を進め、快適で住みよい丹波市にしよう
2【低炭素社会】地球環境にやさしい社会と暮らしを育てよう
3【ごみ処理】ごみの分別を徹底し、環境に配慮した循環型社会を形成しよう

５　ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち
1【学校教育】生きる力を育む教育に取り組もう
2【生涯学習】生涯を通じた学びを充実しよう
3【教育環境】子どもたちの学びを支える環境をつくろう
4【人権・男女共同参画・多文化共生】お互いを認め合い、多様性を尊重し合う社会をつくろう
5【文化芸術】地域の文化芸術を守り、育て、活かそう

６　丹波力を活かした創意ある元気なまち
1【商工業】地域の商工業を守るとともに、未来に挑戦できる企業を支えよう
2【農林業】環境創造型農業や成長型林業で丹波ブランドを高めよう
3【観光】おもてなしで来訪者を迎え、丹波市の魅力を伝えよう�
4【恐竜】恐竜を活かしたまちづくりの輪を広げよう
5【移住・定住】地域や人の魅力を活かして、つながりによる賑わいをつくろう�

７　市民が主役の豊かな地域力の向上
【参画と協働】参画と協働のまちづくりの推進

８　将来を見据えた計画的で効率的な行政経営	
【行政経営】市民のニーズに合った行政運営と選択と集中による財政運営
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まちづくりの目標１

みんなで支え、育む生涯健康のまち
施策目標１-1
【健康】ライフステージに合わせた健康生活習慣をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民が健診やがん検診などを積極的に受診し、健診結果を活用して自分
の生活習慣を見直し、生活習慣病の重症化予防やがんの早期発見、早期
治療に努めています。
<施策の展開>
（1）健康づくりの意識向上及び実践の支援
（2）受診しやすい健診体制の構築
（3）生活習慣病重症化の予防

施策目標１－５
【障がい福祉】誰もが主体的に暮らせるまちをつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
地域共生社会の実現に向け、障がいのある人もない人も、子どもから高
齢者まで誰もが互いに人格と個性を尊重して支え合う社会に近づいてい
ます。�
<施策の展開>
（1）相談支援や就労支援の充実
（2）�地域で暮らせる場の確保と社会参加の促進
（3）虐待を防止する体制の充実と権利擁護
（4）療育支援体制の充実

施策目標１－３
【地域福祉】市民相互が支え合う地域共生社会をめざそう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民の誰もが、隣近所での声かけや顔の見える良好な関係を築き、身近な
ところで生活課題について気軽に相談できる環境が整っています。�
<施策の展開>
（1）�地域住民や地域団体等で構成するネットワークの構築
（2）包括的な相談支援体制の構築
（3）�地域福祉を推進する人材の育成及び地域づくり活動の活性化

施策目標１－２
【医療】安心して生活できる医療環境をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
一次救急を担う市内の診療所等と二次救急を担う病院が連携するとともに、市
民はかかりつけ医をもつことで地域医療を守り育てています。�
<施策の展開>
（1）地域医療・在宅医療サービスの充実
（2）福祉医療費助成事業の充実
（3）地域医療に貢献する人材の育成

施策目標１－４
【高齢者福祉】高齢者が生きがいをもって、自分らしく暮らせるようにしよう
<5年後のまちの姿の概要>
高齢になっても、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし、心身ともに健康で自立した生活をおくってい
ます。�
<施策の展開>
（1）生きがいづくりの場の形成
（2）地域包括支援センター体制の深化・推進
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施策目標１－７
【国民健康保険・後期高齢者医療・国民年金】健康と老後の保障を支えよう	
<5年後のまちの姿の概要>
すべての市民が、積極的に健康づくりに取り組むことで健康寿命が延び、
保険税（料）や医療費の負担が少なくなっています。�
<施策の展開>
（1）特定健診・特定保健指導の受診率向上
（2）後期高齢者医療制度の啓発
（3）�国民健康保険制度の積極的な制度周知と収納率の向上
（4）�国民年金制度の積極的な情報提供と制度周知

施策目標１－６
【子育て支援】地域ぐるみで子育てしやすく、質の高い保育環境をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
社会全体で子育てを支え、安心して子どもを産み育てられる環境が整っています。�
<施策の展開>
（1）子育て環境の充実
（2）子育てを支える体制の構築
（3）児童虐待を防止する体制の構築
（4）幼児教育・保育の充実
（5）特別保育の充実
（6）子育て支援拠点の充実

まちづくりの目標２

誰もが住みたい快適生活のまち
施策目標２－１
【土地利用】都市機能と生活基盤が充実し、自然と調和した魅力的で活力あるまちをつくろう
<5年後のまちの姿の概要>
都市施設の集積状況を基盤としたゾーニングに基づき、地域の特性に応じた土地利
用の誘導が図られ、本市の中心部に集積された都市機能によって、にぎわいと活力
を担う拠点市街地が整備されつつあります。�
<施策の展開>
（1）計画的な土地利用の推進
（2）地籍調査事業

施策目標２－２
【公共交通】今ある公共交通を守り、さらに便利な交通体系をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民の公共交通を上手に利用しようとする意識が高まり、日常生活に欠かせない移動手段となって、マイカー
に過度に頼らない生活をおくっています。�
<施策の展開>
（1）鉄道機能・駅機能等の改善要請
（2）公共交通利用促進の啓発
（3）公共交通の円滑な連携
（4）公共交通の維持・発展

施策目標２－３
【道路・河川】人や環境にやさしい道路や河川をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
市道路整備計画や橋梁長寿命化計画による事業進捗が図られ、市民に身近なインフラとして道路橋梁の利便性
や安全性が着実に増しています。�
<施策の展開>
（1）計画的な道路整備
（2）効率的かつ効果的な維持管理の実施
（3）計画的な河川整備
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まちづくりの目標3

あいさつでつなぐ安心して暮らせるまち
施策目標３－１
【防災】地域のつながりを強めて災害に備えよう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民一人ひとりが防災意識を高めることにより、自助とそれを補う共助・公助が連携する安全で安心な地域社
会づくりを進めています。
<施策の展開>
（1）防災情報の適時・的確な提供
（2）�避難所の環境整備の推進及び主体的な運営体制の推進
（3）防災・減災に向けた体制づくり
（4）迅速な被災地支援の実施

施策目標２－６
【生活排水】生活排水施設を適切に管理し、清らかな水環境を守ろう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民、事業者、地域、行政それぞれが、高い意識をもって排水対策を講じることにより、里山の自然環境が保
全され、水洗化や浄化槽の設置が進んだ衛生的なまちとなっています。
<施策の展開>
（1）水洗化の啓発と排水対策の推進
（2）計画的な事業運営と市民サービスの向上
（3）浄化槽の設置支援
(4）丹波市浄化槽管理組合の活動支援
施策目標２－７
【景観】自然と歴史文化が織りなす里山景観を守り育てよう	
<5年後のまちの姿の概要>
特色ある里山の自然景観が保全・育成されながら、田園・農村景観や歴史・伝統文化的景観を大切にした景観
づくりが進んでいます。
<施策の展開>
（1）自然景観の保全
（2）歴史的町並み景観の保全・継承
（3）秩序ある市街地景観の形成
（4）�公園・緑地の適切な維持・管理と緑化の推進

施策目標２－４
【住宅】丹（まごころ）の里に住みたい快適で安全な住環境をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
管理不全な空き家の増加が抑制され、快適で安全な住環境で生活しています。
<施策の展開>
（1）�関係計画の検証と安全・安心につながる住宅施策の展開
（2）市営住宅の長寿命化

施策目標２－５
【上水道】里山を守り、安全な水道水を安定して供給しよう	
<5年後のまちの姿の概要>
水資源の重要性を共有し、里山の環境や景観が保全されています。
<施策の展開>
（1）安全で安心できる水道水の安定供給
（2）効率的な水道経営
（3）市民サービスの向上
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施策目標３－２
【消防・救急】みんながいつでも安心できる消防体制をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民の防火に対する意識が向上するとともに、消防体制がより充実しています。
<施策の展開>
（1）消防施設の充実
（2）消防力の向上
（3）�防火・防災意識の向上や消防水利の整備・点検
（4）救急車の適正配置などの救急体制の充足

施策目標３－３
【交通安全・防犯】交通事故や犯罪を防止する地域をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民一人ひとりが交通ルールを遵守し、交通死亡事故がないまちになって
います。
<施策の展開>
（1）交通安全対策
（2）地域による防犯活動の確立
（3）消費者犯罪の防止

まちづくりの目標4

美しい自然と環境を大切にする源流のまち
施策目標４－１
【環境保全】市民ぐるみで環境保全を進め、快適で住みよい丹波市にしよう
<5年後のまちの姿の概要>
市民一人ひとりが環境保全に関心をもって暮らしています。
<施策の展開>
（1）環境保全に関する情報提供の充実
（2）自然環境との保全と創造
（3）環境美化の推進

施策目標４－３
【ごみ処理】ごみの分別を徹底し、環境に配慮した循環型社会を形成しよう
<5年後のまちの姿の概要>
市民、事業者、行政が協働することで、ごみの発生抑制・再利用・再生利用の意識が浸透しています。
<施策の展開>
（1）ごみの発生抑制
（2）再使用と再生利用の推進

新聞ペットボトル

施策目標４－２
【低炭素社会】地球環境にやさしい社会と暮らしを育てよう	
<5年後のまちの姿の概要>
景観との調和を図りながら、森林資源などの自然エネルギー源を活用し、自立・
分散型エネルギーの普及と地産地消が進んでいます。�
<施策の展開>
（1）自然エネルギーの利用促進
（2）低炭素社会の実現



11

まちづくりの目標5
ふるさとに愛着と誇りをもった人づくりのまち

施策目標５－１
【学校教育】生きる力を育む教育に取り組もう	
<5年後のまちの姿の概要>
ＩＣＴを活用した協働学習や主体的・対話的で深い学びを実現する授業を通じて、子どもたちが「学び続ける力」
「新しい価値を創造する力」「社会で自立できる力」を身につけ、自分たちの未来に向かって主体的に行動する
人が育っています。
<施策の展開>
（1）次世代を生き抜く学力の育成
（2）豊かなこころの育成
（3）健やかな体の育成
（4）丹波市のフィールドを活かした教育の推進
（5）幼児教育・保育の推進
（6）一人ひとりのニーズに応じた教育の推進
（7）人権教育の推進
施策目標５－２
【生涯学習】生涯を通じた学びを充実しよう	
<5年後のまちの姿の概要>
市民と行政が協働し、学びを通して地域課題を解決する取組が多くなされています。
<施策の展開>
（1）生涯学習の支援
（2）地域社会で「育み、活かす」学びの推進
（3）人生 100年を通じた学びの推進
（4）スポーツの振興
（5）図書館の課題解決支援機能等の充実
（6）市民協働による図書館運営の推進
（7）生涯学習施設、社会教育施設の管理運営�
施策目標５－３
【教育環境】子どもたちの学びを支える環境をつくろう	
<5年後のまちの姿の概要>
学校、家庭、地域が連携 ･協働を進め、より多くの主体が子どもたちの成長を支える活動に参画しています。
<施策の展開>
（1）地域とともにある学校づくりの推進
（2）教職員の資質･能力及び学校の組織力の向上
（3）学校給食の充実
（4）安全・安心な学習環境の整備 ･充実
（5）学校適正規模 ･適正配置
（6）教育委員活動の活性化

施策目標５－４
【人権・男女共同参画・多文化共生】お互いを認め合い、多様性を尊重し合う社会をつくろう
<5年後のまちの姿の概要>
市民が人権学習会や講演会等に積極的に参加し、人権について理解を深め、日常生活のなかで人権に配慮した
行動をしています。
<施策の展開>
（1）人権教育・人権啓発の推進
（2）男女共同参画社会の推進
（3）多文化共生のまちづくり
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施策目標５－５
【文化芸術】地域の文化芸術を守り、育て、活かそう	
<5年後のまちの姿の概要>
文化芸術の鑑賞・体験ができる機会の充実が図られ、「行ってみて良かった」
「良い時間が過ごせた」「心が安らいだ」と感じる時間を過ごせています。
<施策の展開>
（1）文化ホール事業の充実
（2）市展開催事業の拡充
（3）文化団体の支援
（4）歴史文化遺産の保存活用と継承
（5）文化芸術の推進

まちづくりの目標6

丹波力を活かした創意ある元気なまち
施策目標６－１
【商工業】地域の商工業を守るとともに、未来に挑戦できる企業を支えよう	
<5年後のまちの姿の概要>
市内商工業者は、商工会等の商工関係団体の協力や支援により、市民
の雇用、市民生活の支えとなって事業活動を展開しているとともに、
農商工業者の連携により、地域資源を活用した高付加価値の商品開発
が行われたことで消費拡大が進み、地域経済が活性化しています。
<施策の展開>
（1）企業立地の推進
（2）人材の確保
（3）商業の活性化
（4）既存中小企業への支援
（5）新規起業の支援
施策目標６－２
【農林業】環境創造型農業や成長型林業で丹波ブランドを高めよう	
<5年後のまちの姿の概要>
集落営農組織や認定農業者などの経営体に後継者が存在し、農（みのり）の学校卒業生、企業の農業参入や農
福連携の取組など、新たな就農者が地域農業の担い手として定着しています。�
<施策の展開>
（1）安定した農林業経営の推進
（2）特産物の振興
（3）担い手の育成・確保
（4）鳥獣被害対策
（5）遊休農地の解消
（6）�林業普及推進員と地域ニーズを踏まえた森林整備の推進
（7）市産材の利用推進
施策目標６－３
【観光】おもてなしで来訪者を迎え、丹波市の魅力を伝えよう	
<5年後のまちの姿の概要>
魅力ある観光地や本市の特産品を使った食事や土産物が楽しめます。
<施策の展開>
（1）観光資源の魅力を高める
（2）�ストレスを感じることなく、観光を楽しめる環境を整備する
（3）丹波市の観光を基幹産業化する
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まちづくりの進め方１

市民が主役の豊かな地域力の向上（まちづくりの目標７）

まちづくりの進め方2

将来を見据えた計画的で効率的な行政経営（まちづくりの目標８）

施策目標７
【参画と協働】参画と協働のまちづくりの推進	
<5年後のまちの姿の概要>
丹波市自治基本条例に定める自治協議会の役割を明確にし、本市の支援制度が改善されたので、各地区の特徴
に応じた組織運営によって、多様な自治活動が展開されています。
<施策の展開>
（1）自治基本条例の啓発
（2）参画と協働の整った地域組織の確立
（3）�まちづくりの主体となる人や多様な団体への市民活動の支援（市民活動支援センター）

施策目標８
【行政経営】市民のニーズに合った行政運営と選択と集中による財政運営	
<5年後のまちの姿の概要>
「あれもこれも」から「あれかこれか」へ、選択と集中を重視した行政経営が進んでおり、行政と多様な主体
が役割と責任を自覚しながら、一層の協働の取組が推進されています。
<施策の展開>
（1）持続可能な財政の確立
（2）効率的・効果的な行政体制の整備
（3）経営資源の有効活用
（4）統合庁舎のあり方の明示
（5）�効果的な情報発信と広く市民の意見等を聴く機会の提供
（6）�電子自治体の推進による市民サービスの利便性の向上

施策目標６－４
【恐竜】恐竜を活かしたまちづくりの輪を広げよう	
<5年後のまちの姿の概要>
エデュケーターの配置、展示内容の充実により化石工房の機能拡充を図り、誘客のコア施設で
ある元気村かみくげの石割発掘体験と連携することで交流人口が増加しています。
<施策の展開>
（1）�にっぽん恐竜協議会を活かした全国的な取組の展開
（2）丹波竜化石工房の更なる充実
（3）発見現場の活用
施策目標６－５
【移住・定住】地域や人の魅力を活かして、つながりによる賑わいをつくろう
<5年後のまちの姿の概要>
在住者や移住者などの市民が、長年住み慣れた地域で安全・安心に住み続けています。
<施策の展開>
（1）移住相談窓口業務
（2）仕事情報サイト「たんばの仕事」の運営業務
（3）移住定住促進業務
（4）関係人口の拡大
（5）市民の本市への愛着や誇りの醸成



14

施策目標 指標 現状値（H30） 目標値（R6）
1-1
健康 自立していない期間（男女別）（平均寿命から健康寿命を引いた年数） 男性 1.30 年

女性 3.14 年
男性 1.00 年
女性 2.84 年

1-2
医療 かかりつけ医を持つ市民の割合 81.2%

（全県 71.6％） 81.2%

1-3
地域福祉

住んでいる地域は、生活課題について、気軽に相談できる環境が整っている
と感じている市民の割合 30.3% 50.0%

1-4
高齢者福祉 要介護認定率 20.1% 21.8%

1-5
障がい福祉

住んでいる地域は、障がいのある人が暮らしやすい環境が整っていると感じ
ている市民の割合 21.0% 26.0%

1-6
子育て支援 子育て学習センター年間延べ利用者数 55,715 人 62,000 人

1-7
国民健康保険・
後期高齢者医療・
国民年金

国民健康保険特定健診受診率 40.0% 60.0%

2-1
土地利用 特定用途制限地域内における適した建築物の建設数 ６件 16件

2-2
公共交通 ＪＲ福知山線市内駅年間乗車人員数（現状値は目標値に対する割合） 93.0% 1,000 千人

2-3
道路・河川 市道改良率 53.9% 54.5%

2-4
住宅 身近な住環境に満足している市民の割合 60.9% 65.0%

2-5
上水道 水道事業の有収率 78.6% 85.0%

2-6
生活排水 下水道処理区域内の水洗化率 97.7% 98.3%

2-7
景観 緑化資材提供団体数 33団体 40団体

3-1
防災 防災訓練を行っている自主防災組織数 67組織 92組織

3-2
消防・救急 救急講習会受講者の割合 6.3% 7.0%

3-3
交通安全・防犯 交通事故発生件数（人身事故） 169件 110件

4-1
環境保全 丹波市一斉クリーン作戦への参加者数 11,760 人 12,000 人

4-2
低炭素社会

住んでいる地域が、木質バイオマスなどの自然エネルギーの活用が以前より
も進んでいると思う市民の割合 19.0% 50.0%

4-3
ごみ処理 一人一日当たりごみ発生量（全ごみ量） 745.0g/ 日 732.3g/ 日

5-1
学校教育 将来の夢や目標を持っている児童・生徒の割合（小６、中３） 79.9% 84.9%

5-2
生涯学習 学びの活動で身についた知識や技能を生かしたいと思う市民の割合 34.2% 40.0%

5-3
教育環境

住んでいる地域は、子どもたちが安全 ･安心な教育環境のなかで学習してい
ると思う市民の割合 64.3% 70.0%

5-4
人権・男女共同
参画・多文化共生

住んでいる地域は、人権が尊重されていると思う市民の割合 32.7% 62.7%

5-5
文化芸術

１年以内に市内の文化ホール等が行う舞台芸術・音楽コンサートや美術館等
が行う美術展等へ行ったことがある市民の割合 33.5% 40.0%

6-1
商工業 企業誘致件数 ２件 /年 ２件 /年

6-2
農林業 有機農業実施面積 50.6ha 52.7ha

6-3
観光 年間観光入込客数 226万人 270万人

6-4
恐竜 丹波竜化石工房への年間延べ来場者数 65,407 人 70,000 人

6-5
移住・定住 たんば “移充 ” テラスの移住相談窓口の相談件数（年間） 2,355 件 2,400 件

7
参画と協働 「自治基本条例を知っている」と回答した市民の割合 31.5% 41.6%

8
行政経営 行政運営に市民ニーズが反映されていると回答した市民の割合 15.4% 20.0%

まちづくり指標一覧
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